
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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米
作
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編
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初
の
ク
ロ
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満
喫
、少
年
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も
ス
タ
ー
ト
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り
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
生
産
コ
ス
ト
の
低
減

は
欠
か
せ
な
い
課
題
。
再
編
事
業
で
は
、

基
幹
三
作
業
と
い
わ
れ
る
①
田
起
こ

し
・
代
か
き
②
田
植
え
③
稲
刈
り
作
業

―
で
作
業
時
間
が
３
〜
４
割
程
度
低
減

で
き
る
た
め
、
コ
ス
ト
の
大
幅
削
減
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
手
作
業
の
畦
草
刈
り
は
、
機
械
導
入

で
機
動
化
、
他
の
作
業
は
大
型
機
械
の

導
入
に
よ
っ
て
作
業
効
率
ア
ッ
プ
を
見

込
め
ま
す
。

　
ほ
場
の
再
編
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、

今
後
耕
作
放
棄
地
の
出
現
防
止
に
つ
な

が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
年
後
か
ら
事
業
着
手
へ

　
昨
年
10
月
か
ら
町
内
の
耕
作
者
を
対

象
に
計
画
概
要
の
地
区
別
説
明
会
、
農

事
組
合
懇
談
会
を
行
い
、
事
業
概
要
を

定
め
ま
し
た
。
今
後
は
６
月
以
降
、
町

内
外
の
全
地
権
者
（
約
９
０
０
人
）
へ

の
た
め
の
水
田
の
大
型
化
、
ほ
場
の
透

水
性
改
善
の
た
め
の
暗
き
ょ
排
水
、
そ

の
他
用
排
水
整
備
、
除
礫
（
れ
き
）
整

備
。
標
準
的
に
は
、
町
道
で
囲
ま
れ
て

い
る
５
４
５
㍍
（
３
０
０
間
）
１
区
画

（
１
間
は
約
１
・
８
㍍
）
を
12
枚
の
ほ

場
に
整
備
し
ま
す
。
水
田
１
枚
当
た
り

の
面
積
は
平
均
２
・
４
㌶
と
な
り
、
１

枚
当
た
り
の
水
田
面
積
は
現
在
の
約
７

倍
に
拡
大
し
ま
す
。

　
水
田
境
界
の
畦
が
幅
広
く
な
り
、
機

械
の
作
業
効
率
が
大
き
く
改
善
し
ま
す

（
長
辺
は
南
北
に
１
８
０
㍍
、
短
辺
は

東
西
に
１
３
５
㍍
、
た
だ
し
山
間
地
、

河
川
沿
い
は
地
形
に
沿
っ
た
形
に
設

定
）
。

　
町
内
の
水
田
耕
地
面
積
（
水
張
り
）

は
昨
年
、
２
千
８
７
０
㌶
で
し
た
。
こ

の
う
ち
コ
メ
は
２
千
３
３
１
㌶
（
加
工

米
含
む
）
で
作
付
け
し
、
主
食
米
作
付

け
率
は
74
・
１
％
で
し
た
。
今
後
と
も

米
作
り
を
主
体
と
し
て
、
水
田
２
千
６

０
０
㌶
を
目
標
と
す
る
日
本
一
の
米
作

　
再
整
備
の
面
積
は
、
町
内
一
円
約
３

千
㌶
。
計
画
で
は
、
一
戸
平
均
約
９
㌶

の
現
状
耕
作
面
積
を
同
約
20
㌶
に
拡
大

し
、
安
心
・
安
全
な
米
作
り
を
中
心
と

し
た
足
腰
強
い
次
代
の
東
川
農
業
確
立

を
進
め
ま
す
。

　
主
な
事
業
内
容
は
、
農
作
業
省
力
化

の
説
明
会
を
行
い
、
関
係
者
全
員
の
理

解
と
合
意
形
成
を
深
め
る
予
定
で
す
。

　
現
段
階
の
予
定
事
業
費
は
、
10
㌃
当

た
り
２
０
０
万
円
以
内
（
全
耕
作
者
の

プ
ー
ル
計
算
＝
区
画
整
地
、
暗
き
ょ
、

農
道
、
小
排
水
路
工
、
除
礫
）
、
地
元

負
担
額
は
10
㌃
当
た
り
５
万
４
千
円

（
農
家
負
担
率
２
・
７
％
）
と
設
定
し

て
い
ま
す
。

　
２
年
後
か
ら
事
業
着
手
し
、
工
事
は

３
年
後
か
ら
10
カ
年
の
予
定
。
年
３
０

０
㌶
程
度
の
施
工
を
想
定
し
、
工
事
に

伴
う
休
作
期
間
の
収
入
確
保
対
策
は
、

今
後
事
業
参
加
者
な
ど
で
煮
詰
め
ま
す
。

　
償
還
期
間
は
、
受
益
者
負
担
軽
減
を

勘
案
し
て
20
年
間
（
無
利
子
前
提
）
。

農
業
団
体
、
農
業
者
に
よ
る
東
川
町
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
（
25
年
度
設

置
予
定
）
で
今
後
の
東
川
農
業
の
方
向

を
示
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

米
作
り
日
本
一
を
目
指
し
、強
い
農
業
へ
再
編

米
作
り
日
本
一
を
目
指
し
、強
い
農
業
へ
再
編

米
作
り
日
本
一
を
目
指
し
、強
い
農
業
へ
再
編

「
大
雪
東
川
地
区
」国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
概
要
固
ま
る

「
大
雪
東
川
地
区
」国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
概
要
固
ま
る

「
大
雪
東
川
地
区
」国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
概
要
固
ま
る

　

１
枚
当
た
り
約
33
㌃
で
区
切
っ
て
い
る
現
在
の
水
田
区
画
を
平
均
２
・
４
㌶
に
大
型
化
し
、規
模
拡
大
と
米
生
産
コ
ス
ト
低

減
を
進
め
る
「
大
雪
東
川
地
区
」
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
計
画
概
要
が
固
ま
り
ま
し
た
。
６
月
以
降
、
本
格
的
な

説
明
会
を
行
い
、
10
カ
年
で
全
町
約
３
千
㌶
を
大
型
化
す
る
計
画
。
今
後
の
整
備
を
国
に
要
望
し
、
平
成
38
年
度
に
は
換
地

完
了
し
て
日
本
一
の
米
作
り
の
町
を
目
指
し
ま
す
。
町
内
の
水
田
風
景
は
、
畦
（
あ
ぜ
）の
区
切
り
が
少
な
い
大
形
水
田
で
稲

穂
が
な
び
く
光
景
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

妹背牛町の大規模水田（昨年６月）

すでに水田再編整備事業が先行している空知管内由仁町の
大規模水田（昨年６月）
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安
心
、安
全
な
野
菜
生
産
で
高
収
益
を
―
と
生
産
者
の
集
い

安
心
、安
全
な
野
菜
生
産
で
高
収
益
を
―
と
生
産
者
の
集
い

　
１
月
22
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
ド
ク
タ
ー

・
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
初
登
場
。
子
ど
も
た

ち
に
雪
崩
と
地
震
の
危
険
性
を
教
え
ま
し
た
。

年
長
組
の
幼
児
70
人
を
対
象
に
、
小
学
校
入

学
前
の
防
災
教
育
と
し
て
開
き
ま
し
た
。

　
「
ド
ク
タ
ー
・
ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
扮

（
ふ
ん
）
し
て
い
る
の
は
、
理
学
博
士
で

（
独
）
防
災
科
学
技
術
研
究
所
災
害
リ
ス
ク

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
総
括
主
任
研
究
員
の
納
口
恭

明
さ
ん
。

　
紙
の
サ
ン
グ
ラ
ス
、
毛
糸
で
作
っ
た
茶
色

の
か
つ
ら
姿
で
不
審
な
い
で
た
ち
の
怪
人
ナ

ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
み
ん
な
と
打
ち
解
け
た
後
の
最
初
の
実
験

は
突
風
体
験
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
空
気
砲
で
空
気

を
〝
ボ
ン
ッ
〞
と
一
気
に
出
す
と
、
強
い
風

に
あ
お
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
「
わ
あ
っ
！
」

と
大
喜
び
。

　
大
き
く
長
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
「
ナ
ダ
レ
ン

ジ
ャ
ー
０
号
」
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
小
さ

な
白
い
粒
を
入
れ
て
上
下
に
揺
ら
す
と
、
白

い
粒
が
〝
サ
ー
ッ
〞
と
流
れ
て
雪
崩
の
体
現

実
験
。

　
目
の
前
の
実
験
に
「
見
え
た
ー
！
」
と
再

び
大
喜
び
。

　
細
長
く
柔
ら
か
い
ス
ポ
ン
ジ
を
高
層
ビ
ル

に
見
立
て
て
揺
ら
す
地
震
実
験
は
「
ゆ
〜
ら
、

ゆ
ら
、
ゆ
〜
ら
、
ゆ
ら
」
。
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
災
害
実
験
に
、
子
ど
も
た
ち
は
す
っ
か

り
ご
機
嫌
で
し
た
。

冷
え
込
み
、
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
良

好
。
出
場
し
た
ち
び
っ
子
選
手
は
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
友
達
の
大
き
な
声
援
を
受
け
て

力
い
っ
ぱ
い
滑
走
を
競
い
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
乗
り
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
ゲ

レ
ン
デ
下
の
公
園
広
場
は
、
今
年
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
11
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
キ
ャ
ン

モ
ア
ス
キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
第
９
回
キ
ャ
ン
モ

ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
（
大
回
転
）
が
開
か
れ
、
23

部
門
に
２
０
６
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た

＝
本
町
関
係
分
は
各
種
大
会
成
績
欄
16
㌻
参

照
＝
。

　
全
長
８
６
１
メ
ー
ト
ル
、
最
大
斜
度
23
・

９
３
度
、
平
均
斜
度
14
・
２
９
度
（
Ａ
コ
ー

ス
＝
小
学
２
年
生
以
上
）
。
朝
か
ら
晴
れ
て

　
２
月
７
日
、
東
川
町
蔬
菜

（
そ
さ
い
）
園
芸
研
究
会
（
園

田
稔
会
長
）
が
東
川
町
農
協
で

「
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ
ダ
野
菜
生

産
者
の
集
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

　
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
長
葱

（
な
が
ね
ぎ
）
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
、
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ほ
う

れ
ん
草
、
養
液
、
ハ
ー
ブ
、
軟

白
み
つ
ば
の
９
部
会
約
１
０
０

人
の
生
産
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
園
田
会
長

は
「
道
内
唯
一
、
安
心
・
安
全
な
商
品
シ
ー

ル
を
す
べ
て
の
野
菜
に
貼
っ
て
い
る
。
皆
さ

ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
さ
ら
に
東
川
野
菜
の

良
さ
を
全
国
に
発
信
し
た
い
」
と
抱
負
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

初
の
ク
ロ
カ
ン・ス
キ
ー
を
満
喫
、少
年
団
も
ス
タ
ー
ト

初
の
ク
ロ
カ
ン・ス
キ
ー
を
満
喫
、少
年
団
も
ス
タ
ー
ト

恒
例
、キ
ャン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
に
ぎ
わ
う

恒
例
、キ
ャン
モ
ア
Ｇ
Ｓ
Ｌ
大
会
に
ぎ
わ
う

　
２
月
14
日
、
ひ
が
し
か
わ
観
光
協
会
が
主

催
し
て
旭
岳
温
泉
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
大
雪

で
、
台
湾
文
化
理
解
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
旭
岳
、
天
人
峡
両
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
、
旅

館
従
業
員
な
ど
を
対
象
に
、
外
国
人
観
光
客

の
接
遇
講
習
と
し
て
温
泉
街
で
初
め
て
の
研

修
。

　
東
川
観
光
大
使
で
台
湾
在
住
の
大
隅
千
晶

さ
ん
（
エ
ノ
産
業
）
が
台
湾
人
の
基
本
的
な

人
柄
、
接
遇
の
仕
方
を
伝
え
ま
し
た
。

　
町
で
外
国
人
の
た
め
の
語
学
研
修
講
座
を

開
講
す
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
台
湾
、
韓

国
、
中
国
人
と
町
内
で
身
近
に
接
す
る
機
会

も
増
え
、
今
後
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
時
に
欠
か
せ
な
い
の
が
お
も
て
な
し
の

方
法
。

　
「
中
国
語
と
台
湾
語
は
違
う
言
語
だ
と
思

っ
た
ほ
う
が
い
い
。
違
う
言
葉
で
表
現
さ
れ

た
ら
ど
ち
ら
も
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
」

「
『
歓
迎
光
臨
（
フ
ァ
ン
イ
ン
ク
ァ
ン
リ
ン
）

＝
よ
う
こ
そ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
』
と
貼
っ

て
お
く
だ
け
で
印
象
が
良
く
な
る
」
「
看
板

や
垂
れ
幕
な
ど
は
、
白
地
に
黒
い
文
字
は
絶

対
に
ダ
メ
。
白
地
な
ら
赤
や
黒
の
縁
取
り
、

文
字
を
赤
や
金
文
字
に
変
え
る
」
「
風
水
は

台
湾
の
基
本
。
入
り
口
に
キ
ン
カ
ン
、
オ
レ

ン
ジ
な
ど
黄
色
い
丸
い
も
の
を
置
く
と
よ
い
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
ぐ
に
友
達
に
旅
行

先
の
こ
と
を
知
ら
せ
た
い
、
自
慢
し
た
い
、

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
ｉ

|
Ｆ
ｉ
環
境
が
欠
か
せ
な
い
」
な
ど
と
具
体

例
を
挙
げ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

味
噌
汁
の
だ
し
も
し
っ
か
り
取
っ
て
味
に
こ

だ
わ
り
、
完
成
し
た
太
巻
き
は
21
・
４
㍍
も

の
長
さ
に
な
り
大
成
功
。

　
今
年
か
ら
「
一
小
巻
き
」
と
名
付
け
ま
し

た
。
調
理
室
で
お
母
さ
ん
た
ち
が
手
分
け
し

て
具
材
を
下
ご
し
ら
え
し
、
体
育
館
に
机
を

並
べ
て
の
り
巻
き
準
備
も
万
全
。
児
童
29
人

と
父
兄
約
60
人
が
一
列
に
並
ん
で
気
持
ち
を

合
わ
せ
ま
し
た
。
完
成
後
は
、
体
育
館
に
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
い
て
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分

の
昼
食
会
を
し
ま
し
た
。

　
１
月
27
日
、
東
川
第
一
小
学
校
（
澤
田
安

男
校
長
）
で
全
校
生
徒
が
太
巻
き
作
り
に
挑

戦
。
新
記
録
の
長
さ
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
近
く
の
金
森
登
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
作
っ
て

昨
年
秋
に
収
穫
し
た
「
お
ぼ
ろ
づ
き
」
米
の

う
ち
12
㌔
㌘
を
こ
の
日
の
た
め
に
準
備
し
ま

し
た
。
太
巻
き
に
入
れ
る
具
材
の
ミ
ツ
バ
と

玉
子
、
味
噌
汁
用
の
み
そ
、
豆
腐
は
町
内
産
。

　
２
月
10
日
、
キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
で
、
元
オ
リ
ン

ピッ
ク
日
本
代
表
選
手
の
夏
見
円
さ
ん（
34
）

＝
Ｊ
Ｒ
北
海
道
所
属
＝
を
講
師
に
迎
え
て
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
初
心
者
講
習

会
を
開
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
小
学
生
11
人

で
東
川
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
少
年
団

が
発
足
し
ま
し
た
。

　
町
内
の
小
学
生
を
中
心
に
25
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
「
去
年
、
旭
川
バ
ー
サ
ー
大
会
５

キ
ロ
に
出
場
し
て
今
年
も
出
る
予
定
」
と
い

う
経
験
者
も
い
ま
し
た
が
、
多
く
は
初
め
て

と
い
う
初
心
者
や
お
母
さ
ん
。

　
「
両
手
を
大
き
く
頭
の
上
ま
で
振
り
上
げ

て
―
」
「
片
足
に
し
っ
か
り
体
重
を
乗
せ
て

―
」
と
ス
ト
ッ
ク
な
し
で
前
に
進
む
練
習
、

交
互
に
片
足
だ
け
ス
キ
ー
を
履
い
て
前
に
進

む
練
習
を
し
て
、
ス
キ
ー
の
醍
醐
味
を
味
わ

い
ま
し
た
。

ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
初
登
場
！ 

年
長
幼
児
が
防
災
学
ぶ

ナ
ダ
レ
ン
ジ
ャ
ー
初
登
場
！ 

年
長
幼
児
が
防
災
学
ぶ

旭
岳
温
泉
で
初
の
研
修
会
、台
湾
観
光
客
受
け
入
れ
へ

旭
岳
温
泉
で
初
の
研
修
会
、台
湾
観
光
客
受
け
入
れ
へ

〝
な
が
〜
い
〞記
録
を
更
新
、一
小
で
太
巻
き
作
り

〝
な
が
〜
い
〞記
録
を
更
新
、一
小
で
太
巻
き
作
り

「キッズおとこのこの部」で４位入賞した佐藤孝祐君
（東川幼児センター）

　
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組

合
長
は
「
東
川
米
に
続
い
て

地
域
商
標
の
獲
得
に
努
め
た

い
」
と
販
売
拡
大
を
誓
い
ま

し
た
。

　
昨
年
長
ね
ぎ
生
産
で
初
め

て
野
菜
作
り
に
取
り
組
ん
だ

若
手
生
産
者
５
人
の
実
績
報

告
、
各
部
会
優
秀
生
産
者
表

彰
、
主
要
11
品
目
プ
ラ
ス
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
販
売
実
績
報
告
な
ど
を
通
じ
て
、

安
定
収
量
・
出
荷
に
向
け
た
一
層
の
作
業
技

術
、
生
産
管
理
ア
ッ
プ
、
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ

ダ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
意
欲
を
新
た

に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
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中
学
、
高
校
時
代
に
軟
式
テ
ニ
ス
部

で
活
躍
し
た
ス
ポ
ー
ツ
根
性
が
う
ず
き

始
め
ま
し
た
。
東
川
の
稽
古
だ
け
で
は

足
り
ず
、
旭
川
道
場
に
も
通
っ
て
週
４

回
の
稽
古
を
黙
々
と
続
け
ま
し
た
。

　

「
子
供
た
ち
か
ら
教
え
て
も
ら
う
立

場
だ
っ
た
の
で
、
大
人
の
プ
ラ
イ
ド
を

捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頑
張
る
気

持
ち
が
な
け
れ
ば
続
か
な
か
っ
た
。
で

も
私
は
、
前
に
進
み
た
い
気
持
ち
が
す

ご
く
強
か
っ
た
ん
で
す
」
。

　

最
も
難
し
か
っ
た
の
が
、

剛
柔
流
特
有
の
形
「
制
引
鎮

（
セ
イ
ユ
ン
チ
ン
）
」
。

「
２
段
昇
段
試
験
の
中
に
あ

る
ん
で
す
。
四
股
立
ち
が
ず

っ
と
続
く
の
が
並
大
抵
じ
ゃ

あ
な
い
。
途
中
で
『
も
う
だ

め
だ
』
と
足
が
プ
ル
プ
ル
す

　

長
男
の
付
き
添
い
と
し
て
道
場
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
練
習
姿
を
見
て

い
て
、
同
じ
と
こ
ろ
を
注
意
さ
れ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

「
な
ぜ
う
ち
の
子
は
同
じ
と
こ
ろ
ば

か
り
注
意
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
「
な

ぜ
こ
ん
な
こ
と
が
出
来
な
い
ん
だ
ろ

う
？
」
と
。
あ
る
時
「
や
っ
て
み
な
け

り
ゃ
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
が
突

然
募
り
、
自
ら
入
門
し
た
の
で
す
。

資
格
取
得
に
向
け

て
準
備
中
。
そ
し

て
剛
柔
流
空
手
の

指
導
者
と
し
て
、

２
年
後
の
４
段
昇

段
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

「
自
分
の
実
力

の
向
上
と
空
手
道

へ
の
責
任
感
を
背

負
っ
て
い
る
気
持

ち
が
ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
、
か
な
り

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
感
じ
て
い
ま
す
」

と
い
い
な
が
ら
、
仕
事
に
も
空
手
道
に

も
前
向
き
１
０
０
％
。

る
ほ
ど
辛
い
。
超
え
る
の

は
大
き
な
壁
だ
っ
た
」
。

昨
年
６
月
、
見
事
３
段
昇

段
を
果
た
し
、
よ
う
や
く

子
供
た
ち
を
教
え
る
立
場

に
。

　
　
　
　
　

◇

　

東
神
楽
町
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

「
人
と
関
わ
る
仕
事
に
興
味
が
あ
っ

た
」
と
、
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
当

時
東
川
町
で
開
い
て
い
た
ヘ
ル
パ
ー
養

成
２
級
講
座
を
受
講
し
て
資
格
を
取
得
。

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

募
集
し
て
い
た
隣

町
で
、
介
護
の
仕

事
の
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　

訪
問
介
護
、
入

浴
サ
ー
ビ
ス
、
有

償
移
送
と
、
日
々

の
仕
事
は
連
日
タ

フ
な
業
務
の
連
続
。

介
護
福
祉
士
の
資

格
も
取
得
し
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

6363今、生き生きと 空手・剛柔会東川道場指導者

小池　幸栄（こいけ　さちえ）さん

　

胴
着
に
着
替
え
た
ち
び
っ
子

道
場
生
の
「
え
〜
い
！
」
と
気

合
の
入
っ
た
声
が
飛
び
交
い
ま

す
。
去
年
入
門
し
た
小
学
1
年

生
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
幼
児
７

人
も
ま
も
な
く
入
門
１
年
。
空

手
ら
し
い
形
を
少
し
ず
つ
覚
え

始
め
、
礼
儀
作
法
と
精
神
力
も

少
し
ず
つ
付
い
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
を
教
え
る
姿

が
板
に
付
き
は
じ
め
、
師
匠
か

ら
習
う
直
伝
の
技
習
得
に
磨
き

を
か
け
る
た
め
に
、
今
日
も
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
２
階
の
道

場
で
約
20
人
の
道
場
生
と
と
も

に
稽
古
に
汗
を
流
し
ま
す
。

職場の東神楽町社会福祉協議会ホームヘルプサービ
スセンターで

今年の鏡開きもにぎやかに
（1月16日、B&G海洋センター）

小池　幸栄さん
17区／☎82－2078
　北見市出身、44歳。全日本空
手剛柔流３段。全日本空手道連
盟剛柔会旭川道場、東川道場指
導。道立北見柏陽高校卒業。15
年前、旭川市内在住時、４歳だっ
た長男孝幸さん（19）＝剛柔流

空手２段＝が近くの空手教室に通い始め、東川町に
転居後、東川道場に通う付き添いをしているうち、自
分自身も興味を持って入門しました。道場の創設・中
心指導者は、北海道剛柔会本部創設者の能登谷孝
利さん（64）＝７段教師、鷹栖町在住＝。1967（昭和
42）年、札幌で剛柔流空手を始め、同年札幌大学に
空手部を創設。1974（昭和49）年に旭川道場を開
設。東川道場は、1993（平成５）年以来、今年で開設
20年目を迎えました。毎週水、金曜日の２回、午後７
時からＢ＆Ｇ東川海洋センターで開講。
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読
書
と
い
う
と
図
書
館
と
世
界
一
本
を
読
む

国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

あ
る
。
町
の
図
書
館
は
町
の
中
心
部
に
造
る
べ

き
、
と
は
議
会
の
提
言
で
あ
る
。
そ
し
て
住
民

の
図
書
館
と
学
校
司
書
等
に
対
す
る
関
心
は
大

変
高
い
も
の
が
あ
る
。

　

寒
冷
で
資
源
が
な
い
国
の
最
も
大
切
な
財
産

は
、
「
人
の
ブ
レ
イ
ン
（
脳
）
」
で
、
脳
を
活

性
化
す
る
源
が
読
書
な
の
だ
と
い
う
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
の
読
書
は
思
考
力
や
好
奇
心
な
ど
を

養
い
、
自
ら
生
き
る
逞
し
い
成
長
に
大
き
く
貢

献
す
る
と
し
て
、
睡
眠
前
に
読
書
習
慣
と
し
て

家
庭
で
必
ず
子
ど
も
に
本
を
読
み
聞
か
せ
る
よ

う
で
あ
る
。
子
ど
も
か
ら
は
「
ど
う
し
て
」

「
な
ぜ
」
な
ど
と
質
問
が
返
っ
て
く
る
が
、
こ

の
質
問
に
答
え
る
の
が
親
の
大
き
な
役
割
だ
と

聞
い
た
。
教
育
の
目
標
は
「
教
え
る
の
は
少
な

く
、
学
ぶ
の
は
多
く
」
と
、
自
ら
学
ぶ
教
育
に

重
点
を
置
き
、
そ
れ
は
読
書
を
通
じ
て
養
わ
れ

る
。
そ
し
て
市
民
が
ど
こ
で
も
知
識
の
源
に
な

る
本
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
作
り

上
げ
た
。
そ
れ
が
図
書
館
だ
そ
う
だ
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
は
子
ど
も
の
遊
び
を
支
援
す
る
こ
と
で

も
有
名
で
あ
る
が
、
「
世
界
一
の
学
力
」
を
誇

る
源
は
読
書
と
遊
び
か
も
し
れ
な
い
。

　

幼
い
時
に
親
か
ら
読
ん
で
も
ら
っ
た
本
は
印

象
に
残
っ
て
い
る
も
の
だ
。
本
町
で
は
各
小
、

中
学
校
で
も
読
書
に
対
す
る
取
り
組
み
が
積
極

的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
そ
し
て
町
で
は

子
ど
も
の
家
庭
学
習
の
起
点
を
応
援
す
る
視
点

か
ら
「
君
の
椅
子
」
事
業
を
続
け
て
い
る
。
子

ど
も
が
椅
子
に
座
り
、
傍
ら
で
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
に
毎
日
絵
本
を
読
み
聞
か
せ

る
と
い
う
こ
と
は
、
親
子
の
絆
を
培
う
た
め
の

最
高
の
遊
び
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
読
み
聞

か
せ
を
通
じ
て
、
読
書
に
対
す
る
関
心
が
自
然

に
高
ま
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
東
川
小
学
校
移
転
後
の
中
心
市
街
地

跡
地
利
用
で
は
、
町
内
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
提

言
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
中
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
図
書
館
の
設
置
検
討
を
教
育
委
員
会
と

も
具
体
的
に
協
議
し
て
い
る
。
今
年
中
に
は
公

募
委
員
に
よ
る
建
設
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、

知
恵
を
結
集
し
て
住
民
に
利
用
さ
れ
る
素
晴
ら

し
い
図
書
館
の
実
現
を
目
指
し
た
い
も
の
で
あ

る
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間。
インターネットで蔵書検索が出来るようになりました。http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

読
書
と
図
書
館
建
設
に
向
け
て

　ろばのロバートは、大好きな飼い主の
こうたろうさんに怒られた。悪いことをし
たから怒られたはずだった。「こうたろう
さんはいい人だから、悪いことをしなけ
ればおこるはずがないもの」。でもロバ
ートには何が悪いことなのかわかりませ
ん。泣いて悲しむロバート。こうたろうさ
んは、どうしてロバートを怒ったのでしょ
う？

　裁判の失敗続きで後がない三流弁護士
の主人公エミ。ある時担当した事件の被告
人は、妻殺しの容疑をかけられた夫だっ
た。被告人は事件当日、旅館の一室で金縛
りに遭っていたため、完全なアリバイがあ
る、と無罪を主張する。それを証明できる
のは一晩中夫の上にのし掛かっていた落ち
武者の幽霊だけだと、エミはその幽霊を証
人として法廷に召喚させるが…。（142分）

　「世の中の出来事を好奇心で“楽しい”
に変換する」ことを信条に活躍する売れっ
子放送作家の三浦修治。そんな彼は余命
６カ月を宣告されてしまう。残される妻と
子供に何を残せるのか。番組の企画を22
年間考え続けた男が思いついたのは、自
分がいなくなったあとに家族を支えてくれ
る人を探すこと、すなわち妻に新しい結婚
相手を探すことだった。

ス
テ
キ
な
金
縛
り

（
ア
ニ
メ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

東
宝
株
式
会
社

ボ
クの
妻
と
結
婚
し
て
く
だ
さい。

（
一
般
書
）

著
／
樋
口
卓
治
、刊
／
講
談
社

ライ
麦
を
た
べた
ろ
ば
の
ロ
バー
ト

（
児
童
書
）

著
／
林
原
玉
枝
、刊
／
富
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています☎82－4245
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俳　

句

 東川町のスケール
　12月の始め、東川と旭川の小学生を対象に旭岳温泉
街で雪遊びを実施しました。雪の降り始めの市街と違い、
旭岳温泉街フワフワの雪がたっぷりと積もっていました。
雪合戦も、かまくらも、そり遊びも、どんな雪遊びもで
きる雪の量に、子どもたちは大喜びでした。約1000ｍ
の標高差でまるで環境が違っていることを、一足早い雪
遊びを通して体験することができました。
　東川町市街の標高は約200ｍ。旭岳温泉街は約1100ｍ。
そして、旭岳山頂は2291ｍ。東川では1000ｍという標
高差を温泉への少しの移動で体験できます。旭岳を見上
げるだけで2000ｍという標高差を実感できます。
　学校では10cmや100cmの概念は定規を使うことで身
につけることができます。では、1000ｍという概念は
どのようにして身につけることができるのでしょうか。
算数なら「0の数」かもしれません。社会なら地図を広

立
春
の
窓
辺
に
ふ
た
つ
湯
呑
か
な

二
ン
月
の
川
底
の
雲
動
か
ざ
る

新
巻
や
橇
荷
の
中
の
ひ
と
つ
な
り

立
春
の
句
会
に
句
友
二
人
増
え

塩
鮭
の
茶
漬
け
さ
ら
さ
ら
恙
な
く

歌
留
多
会
余
韻
に
た
が
う
札
も
跳
び

立
春
や
ま
る
ま
る
太
っ
た
猫
二
匹

積
む
雪
の
無
音
や
妻
の
針
仕
事

立
春
や
友
の
絵
手
紙
は
な
や
ぎ
て

塩
鮭
の
旨
味
き
わ
立
つ
塩
む
す
び

大
寒
に
老
い
て
縮
む
背
な
お
縮
む

真
夜
中
の
除
雪
車
の
音
遠
く
な
り

垂
り
雪
小
さ
き
過
去
も
落
と
し
ゆ
く

新
巻
や
な
お
海
鳴
り
の
聞
こ
え
く
る

生
い
さ
き
は
旨
き
塩
鮭
命
継
ぐ

「
塩
分
の
と
り
す
ぎ
注
意
」
に
塩
鮭
沈
黙

春
来
た
り
衣
一
枚
脱
ぎ
捨
て
て

若　
田　
　
　
郁

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

げての「距離」かもしれません。
　自然体験活動では、1000m、2000ｍという「高さ」
の概念と、その標高差によって生じる環境の違いを、体
験を通して同時に学ぶことができます。たとえば雪の量
が増えること、樹木の種類が変わること、お菓子の袋が
パンパンになること。本の中での知識を学ぶことができ
ます。　
　春休みには小学生向けの最後の雪遊びを予定していま
す。営業を終えたキャンモア・スキー場を出発し、旭岳
ロープウェイを利用して、たくさんの雪を残す旭岳姿見
の池まで出掛けます。東川町と自然のスケールの大きさ
を子どもたちが感じる機会となることを願っています。

NPO法人ねおす・大雪山自然学校　木村　恵巳

大雪山の素顔

俳　

句

俳　

句

旭岳温泉街にて。市街との雪のちがいを実感します。
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        オーディブル

             オーディオ

                                       エイブル

                   チュアブル

        リバーシブル

     フレクシブル

      ディスポウザブル

太平洋を渡ったニュース　ステーシー・フジカワ
　3月11日が来ると東日本大震災から2年ですね。東川の皆さんはあの時、地震を感じましたか。あの日、どこで何をして
いたか覚えていますか。あの時、私はまだカナダにいました。あの日の私の一日は…。
　朝の７時半ごろ（日本時間午後11時半）、職場に着いたところでした。家族ぐるみでつきあいのあるフジタさんのところ
で働いていました。フジタさんは同僚といつもの朝のコーヒータイム。テレビはかすかに聞こえるくらいで、誰も気にしてい
ませんでした。私がコーヒーを注いで、ドアにオープンサインを出してまもなく、フジタさんが私の席まで来ました。見なけ
ればいけないものがある、と。テレビのボリュームを上げると、アナウンサーが仙台の近くで起きた大地震のことを報道し
ていました。その後は一日中テレビがついていました。
　頭の中は疑問だらけ。同じことを同僚も家族も友人も何度も尋ねてきました。「それでも日本に行く？」「日本のどこに住
むの？」「安全？」「JETプログラムはキャンセルされない？」。
　4月、仕事の打診がありました。日本に住むこと、旅することが長年の夢でした。だから受けるのに時間はかかりませんで
した。答えはイエスしかなかったから。6月に配置先が北海道だとわかり、安全を確信しました。まもなく日本での2年目が
終わります。素晴らしい日々です。これからの一年も楽しみです。

　　　　　　　　　（訳：宮地晶子）

News Ripples Across the Paci!c   Stacey  Fujikawa
!e 11th of this month will mark the second anniversary of the 2011 Tohoku 
earthquake. Could you feel the earthquake in Higashikawa? Do you remember 
where you where, or what you were doing that day? At the time of the earthquake, I 
was still living in Canada. I would like to share my experience from that day. 
It was almost 7:30am (11:30pm in Japan) and I had just arrived at work. At the time, 
I was working for family friends in my hometown.  Mr. Fujita was enjoying his usual 
morning co"ee with some of his buddies. !e TV was barely ※audible in the 
background, and no one paid close attention to what was on. Shortly after I poured 
my cup of co"ee and turned the sign to “open”, Mr. Fujita came to my desk and told 
me there was something I had to see. !e volume was turned up and an announcer 
was reporting about a major earthquake that had occurred earlier in the day near 
Sendai. !e TV remained on throughout the day. 
My head was swimming with questions; many of which my coworkers, family, and 
friends repeatedly asked me. Was I still planning to go to Japan? Where in Japan was 
I going to live? Would it be safe? Would the JET Programme be cancelled that year? 
In April, I was o"ered a spot in the program. I had wanted to live in or travel around 
Japan for a long time, so I didn’t have to think long about whether I would accept; 
the answer was quite simply, yes. Once informed of my Hokkaido placement in June, 
I felt con#dent that I would be safe. It will soon be the end of my second year in 
Japan. It has been wonderful so far and I’m looking forward to the next.

A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第96回 エイゴノヨミカタ

A word from another worldNo.17

　「英語の本、どこに売っていますか」「前に授業で読ん
だような本をもっと読みたい」と生徒が言います。それな
ら、と家から持ってきました。
　まず一冊。「もっと」と言うのでもう一冊。それを見て
いた生徒が「自分も」と言います。すると最初の生徒が
「先生の本だからきれいに読むんだよ」。聞いていて心が
温かくなりました。こんな機会がもっとあればいいのに、
と思います。でもこれがなかなか難しい。授業で多読を扱
う機会がない。何より難しいのがレベルの問題です。英語

で本を読んでみよう、というような子は優秀です。授業で
分からない、ということがありません。でも「本を読む」
となると全く別問題です。合わなかったり難しかったりし
ます。
　最近も娘が「最初の1ページって、意味がわからない」
と言います。びっくりしました。シリーズでずっと読んで
いるのに、です。でも「しばらく読んでいると、あっ、そ
っか、ってなる」のだそうです。確かに私もペーパーバッ
クの読み始めは？ということがあります。やり過ごしてい
るうちに、面白くなってきます。洋書の２、３ページで挫
折した、という人も多いのではないでしょうか。
　自分に合った本を探すなら、「英語多読完全ブックガイ
ド」（コスモピア出版）がお勧め。日本人にとっての読み
やすさを考えた1万冊の本が紹介されています。ちなみに
娘が読んでいたのは「Encyclopedia Brown」｡人気の少年
探偵シリーズです。米国の9～12歳向けですが、実際はも
う少し読みやすい。自分の目で確かめて買うといいですね。
フィール旭川のジュンク堂で洋書を扱っています。

【ちょっと豆知識】

宮地晶子

※audible（聞こえる）という

言葉が出ました。ラテン語由

来のaudio「聞く」と-ble「で

きる」の合体。ableやble（で

きる）がつく語は多いです

ね。chewableはチューイン

ガムのチュウ（噛む）で「噛

める」。お薬も水無しで飲め

るチュアブル錠が人気です。

reversible「裏返せる」、

flex ib le「融通が利く」、

disposable「使い捨て」な

ども。こちらは「ディスポタ

イプのコンタクトレンズ」な

どと使われています。
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くらし
・

ネットワーク

　
父
英樹

Ndibalema Fidelis Kaijage
諭
泰輝
孝範
俊憲

　
母
留美
沙央里
亜紀
佑佳
右子
明子

　
行政区
17区西町
東町1丁目
26区
31区
北町3丁目
3区

お 誕 生
生まれた子
平田　英永
鈴木　來ﾌｨﾃ ﾘ゙ｽ
片岡　大三
佐々木　媛乃
阿部　聖矢
渡邉　規矩

  ひらた　    えいと

  すずき　   らい

かたおか　たいぞう

     ささき　　   ひめの

   あ  べ　    せいや

わたなべ　   き  く

3月の行事

東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

くらし
・

ネットワーク

な
い
場
合
は
受
給
資
格
期
間
を
満
た
さ

ず
、
支
給
要
件
に
達
し
な
い
た
め
受
給

で
き
ま
せ
ん
（
い
ず
れ
も
合
算
対
象
期

間
、
保
険
料
免
除
期
間
、
学
生
納
付
特

例
期
間
、
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
含

む
）
。
ま
た
実
際
の
保
険
料
納
付
済
み

月
数
が
40
年
間
（
４
８
０
月
）
に
比
べ

て
少
な
い
場
合
は
、
受
け
取
り
年
金
額

が
満
額
の
年
金
よ
り
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

過
去
２
年
間
よ
り
以
前
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
後
納
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
受
給
資
格
期
間
に
達
せ
ず

年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
方

の
救
済
に
効
果
的
で
す
。
具
体
的
に
は
、

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
10
月
分
以
降

の
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
納
め
ら
れ

な
か
っ
た
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
既
に
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
者
は
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
）
。

　

①
過
去
３
カ
年
度
以
前
の
後
納
保
険

 
定
住
促
進
課
か
ら

　

各
種
届
け
出
、
年
金
の
こ
と
は
住
民

室
（
内
線
１
１
１
）
、
住
宅
の
こ
と
は

住
ま
い
室
（
内
線
１
１
５
、
１
１
６
）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
限
が
延
長

に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
制
度
で
は
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

年
金
を
受
け
取
り
、
ま
た
は
出
来
る
だ

け
満
額
の
年
金
額
受
け
取
り
に
近
づ
け

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
保
険
料
を

後
日
納
付
し
て
救
済
す
る
後
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
納
期
間
が
昨
年
10

月
か
ら
10
年
間
に
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

受
給
資
格
期
間
に
達
せ
ず
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
を
あ
き
ら
め
て
い
た
方
、

受
け
取
り
年
金
額
を
少
し
で
も
増
や
し

た
い
、
と
お
考
え
の
方
は
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
納
付
済

期
間
が
25
年
間
（
３
０
０
月
）
に
満
た

 

議
会
事
務
局
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
３
１
１
）

町
議
会
第
１
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　

25
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日

（
水
）
に
開
会
し
ま
す
。
会
期
は
８
日

間
の
予
定
で
す
（
日
程
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）
。

　

25
年
度
一
般
会
計
、
４
特
別
会
計
の

新
年
度
予
算
案
、
条
例
案
な
ど
重
要
議

案
を
審
議
予
定
で
す
。
併
せ
て
一
般
質

問
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

本
会
議
は
３
月
６
日
午
前
９
時
半
開

会
。
行
政
執
行
方
針
、
一
般
会
計
、
４

特
別
会
計
新
年
度
予
算
案
提
案
説
明
、

補
正
予
算
審
議
、
同
月
７
日
、
条
例
提

案
・
審
議
等
（
８
日
か
ら
12
日
ま
で
議

案
調
査
）
等
を
経
て
、
同
月
13
日
に
一

般
質
問
、
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
の

予
算
審
議
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

料
に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額

が
つ
き
ま
す
②
後
納
時
は
最
も
古
い
未

納
分
か
ら
納
め
る
③
後
納
を
利
用
で
き

る
期
間
は
24
年
10
月
か
ら
27
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
④
保
険
料
一
部
免
除
期
間

の
う
ち
、
未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も

後
納
対
象
―
と
な
り
ま
す
。

　

後
納
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は

事
前
申
し
込
み
、
審
査
が
必
要
で
す
。

審
査
の
結
果
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
「
国
民
年
金
保

険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
☎
（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）
０
５
７
０
|
０
１
１
|
０
５
０
、

旭
川
年
金
事
務
所
☎
27
|
１
６
１
１

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度

　

母
子
家
庭
、
寡
婦
な
ど
の
経
済
的
自

立
を
助
け
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
（
子
）

の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
、
北
海
道
が

実
施
主
体
と
な
っ
て
12
種
類
の
資
金
を

貸
し
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

①
事
業
開
始
資
金　

事
業
を
開
始
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
費
、
資
材
等
の

購
入
資
金 

　

②
事
業
継
続
資
金　

現
在
継
続
中
の

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
運
転
資

金 

　

③
修
学
資
金　

高
校
、
大
学
、
専
修

学
校
に
子
ど
も
を
就
学
さ
せ
る
た
め
に

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,957人
3,728人
4,229人
3,443戸

4人
11人
32人
18人

　
6人）
1人）
5人）
5戸）

人口・世帯数　1月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

東川高校卒業式（前10時、東川高）
第58回高松宮後観覧記念全日本下の句歌留多大会（後
７時半、天人峡パークホテル）
東川町議会第１回定例会（前9時半、議場）＝13日㈬まで
東川中学校第66回卒業式、東川養護学校卒業式（ともに
前9時半、東川中、東川養護学校）
東川第三小学校第109回卒業式（前10時、第三小）
東川第一小学校第112回卒業式（前10時、第一小）
東川小学校第113回卒業式、東川第二小学校第111回
卒業式（ともに前10時、東小、第二小）
幼児センター第11回卒園式（前10時、幼児センター）
25年広域連合第1回定例会（東川町議会議場）

１日㈮
２日㈯

６日㈬
14日㈭

16日㈯
18日㈪
19日㈫

21日㈭
28日㈭

人のうごき　1月16日～2月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　

86歳
83歳
42歳
92歳
71歳
76歳
56歳
96歳
93歳
90歳
80歳
93歳

　
歳

　
行政区
35区
10区
9区
東町3丁目
西町3丁目
北町3丁目
26区
27区
17区
27区
南町3丁目
17区

届出人
砂金　正次
鬼塚　悟
大泉　信　
佐々木　千悦子
杉本　達雄
石原　隆実
洞　ミツ子

国久　恵子
荒谷　玲子

おくやみ
亡き人
砂金　末子
鬼塚　光男
大泉　雅子
佐々木　一枝
杉本　眞紀子
石原　弘
洞　和男
青木　美都子
伊藤　春夫
先名　清
中川　壽市
石井　善子
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都市建設課
工事、委託の入札結果  
工事、委託の入札結果をお知らせします。
入札日 設　備　名　等 請負業者

請負価格
（税込み、円）

1月15日 東川海洋センター大規模改修工事実施設計委託業務 ㈱富居建築設計 2,919,000 指名競争入札

〃 東川第一及び第三小学校電気暖房盤改修工事 ㈱東川電気工事 4,200,000 〃

2月7日 防火水槽設置工事その１ ㈱藤田組 12,915,000 〃

〃 防火水槽設置工事その２ 藤田建設工業㈱ 12,810,000 〃

契約方法等

移動献血車
移動献血車が来町します。ご協力をお願いします。

実施日（予定） 時 間 場 所

9：30～11：30

14：00～15：20

15：30～16：30

JA東川事務所前

役場庁舎前

12：30～13：50旭川福祉専門学校前

東川養護学校前

4月3日
（水）

保健福祉課

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人
の
方
が
受
講
し
ま
し
た
。

募
集　

町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

学
習
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

な
ど

受
講
料　

千
円
（
年
額
、
教
材
費
）

締
め
切
り　
４
月
５
日
（
金
）

 

都
市
建
設
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
公
共
施
設
管
理
室

☎
（
内
線
２
４
０
）

運
転
業
務
等
の
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す

　

道
路
公
園
維
持
作
業
、
除
排
雪
、
バ

ス
運
転
業
務
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

採
用
予
定　

１
人

資
格　

大
型
２
種
免
許
証
（
１
種
免
許

　

証
の
方
は
採
用
後
に
指
定
の
講
習
を

　

受
け
る
こ
と
）
、
大
型
特
殊
免
許
、

　

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
修

　

了
証

採
用
条
件　

町
内
在
住
ま
た
は
在
住
予

　

定
で
50
歳
以
下
の
方
（
年
度
更
新
予

　

定
）

勤
務
時
間　

７
時
間
30
分
、
有
給
休
暇

　

20
日
間
（
年
間
）

勤
務
を
要
し
な
い
日　

土
、
日
・
祝
日
、

　

年
末
年
始

賃
金　

月
額
22
万
２
千
２
０
０
円
（
他

　

に
手
当
）

各
種
保
険　

社
会
保
険
適
用
（
健
康
保

　

険
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
）

提
出
書
類　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口

　

女
性
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
早
め
の

相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。

女
性
の
約
10
人
に
1
人
が
「
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
」
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
言
葉
の
暴
力
も

含
む
）
、
職
場
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害
な

ど
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
各
種
相
談
窓

口
が
あ
り
ま
す
。
被
害
を
受
け
た
ら
一

人
で
悩
ま
な
い
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

相
談
ナ
ビ
は
☎
０
５
７
０
|
０
|
５

５
２
１
０
（
お
近
く
の
相
談
窓
口
の
ご

案
内
）
、
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
。

（
関
連
記
事
19
㌻
）

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
を
柱
に
、
身
近
な
食
材
で
調

理
実
習
を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、
味
付

け
な
ど
、
食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
を

考
え
る
機
会
と
し
ま
し
ょ
う
（
希
望
す

る
方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単

位
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。

日
時　

３
月
12
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

町
民
の
方
ど
な
た
で
も

内
容　

食
べ
て
防
ご
う
生
活
習
慣
病

（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）

必
要
な
資
金 

　

④
技
能
習
得
資
金　

自
ら
事
業
を
開

始
、
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能
や

資
格
を
習
得
す
る
た
め
の
資
金 

　

⑤
修
業
資
金　

子
ど
も
が
事
業
開
始

ま
た
は
就
職
時
に
知
識
技
能
を
習
得
す

る
た
め
に
必
要
な
資
金 

　

⑥
就
職
支
度
資
金　

就
職
に
必
要
な

被
服
、
履
物
等
を
購
入
す
る
資
金 

　

⑦
医
療
介
護
資
金　

医
療
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
資
金
、
介
護
保
険
法
に

規
定
す
る
保
険
給
付
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
資
金 

　

⑧
生
活
資
金　

技
能
習
得
、
医
療
介

護
資
金
を
借
り
て
い
る
期
間
の
生
活
を

維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金 

　

⑨
住
宅
資
金　

住
宅
の
補
修
、
増
改

築
、
住
宅
取
得
資
金 

　

⑩
転
宅
資
金　

住
居
を
移
転
す
る
た

め
住
宅
賃
借
の
た
め
の
資
金 

　

⑪
就
学
支
度
資
金　

子
ど
も
の
入
学

ま
た
は
修
業
施
設
に
入
所
す
る
た
め
の

資
金 

　

⑫
結
婚
資
金　

子
ど
も
の
婚
姻
に
必

要
な
資
金 

　

貸
し
付
け
は
詳
細
な
基
準
と
資
金
の

種
類
に
応
じ
て
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
貸
付
限
度
額
、
償
還
期

間
、
貸
付
利
率
等
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

上
川
総
合
振
興
局
子
ど
も
・
保
健
推

進
課
で
は
、
資
金
の
借
入
れ
、
生
活
上

の
心
配
こ
と
な
ど
母
子
自
立
支
援
員
が

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

＝
講
話
、
調
理
実
習
、
試
食
、
希
望

　

者
は
体
脂
肪
測
定

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
自

　

己
負
担
）

し
ら
か
ば
学
級
の
受
講
生
を
募
集

　

４
月
か
ら
の
新
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
健
康
に
暮

ら
す
生
き
が
い
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
づ
く
り
、
知
識
教
養
、
趣
味
芸

術
、
移
動
学
習
会
（
社
会
見
学
）
な
ど

年
間
12
回
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
課

外
活
動
の
卓
球
サ
ー
ク
ル
（
毎
週
木
曜

日
）
も
あ
り
ま
す
。
24
年
度
は
１
４
４

び
の
教
室
で
す
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お

姉
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

楽
し
く
遊
ん
で
お
友
達
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。
茶
話
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

先
輩
お
母
さ
ん
を
囲
ん
で
子
育
て
に
つ

い
て
話
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

３
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者 

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
離
乳
食
の
試

　

食
な
ど

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
） 

お
た
の
し
み
会
で
親
子
ク
ッ
キン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う

　

本
年
度
最
後
の
お
楽
し
み
会
は
、
軽

食
な
ど
を
作
る
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
。
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ね
。

日
時　

３
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

（
託
児
は
集
団
健
診
室
）

内
容　

親
子
で
軽
食
ク
ッ
キ
ン
グ

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
、
乳
児
の

　

み
託
児
室
を
用
意
）

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
と
子
ど
も

　

（
お
お
む
ね
１
歳
以
上
）

費
用　

無
料

締
め
切
り　

３
月
15
日
（
金
）

講
師　

中
村
弘
美
さ
ん
（
保
健
福
祉
課

　

栄
養
士
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ

　

し
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講

　

習
修
了
証
写
し

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

各
種
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

☎
82
|
３
４
０
０
、
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
☎
82
|
５
１
０
０

留
守
家
庭
学
童
保
育
セ
ン
タ
ー
の
新

入
児
童
を
募
集
し
ま
す

　

仕
事
の
た
め
自
宅
が
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
、
留
守
家
庭
学
童

保
育
セ
ン
タ
ー
の
新
入
所
児
童
を
募
集

し
ま
す
。

　

放
課
後
自
宅
に
帰
っ
て
も
保
護
者
が

い
な
い
ご
家
庭
の
小
学
生
を
対
象
に
、

放
課
後
保
育
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

友
達
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
預
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

対
象　

町
内
の
学
校
に
通
学
す
る
１
〜

　

３
年
生
ま
で
の
児
童
（
小
学
４
年
生

　

以
上
も
定
員
の
範
囲
内
で
可
）

期
間　

４
月
１
日
〜
来
年
３
月
31
日

場
所　

留
守
家
庭
児
童
保
育
セ
ン
タ
ー

　

（
東
町
1
丁
目
７
の
５
）

時
間　

下
校
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
毎

　

日
（
止
む
を
得
な
い
場
合
は
午
後
７

　

時
ま
で
）

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

子
育
て

　

支
援
推
進
室
（
担
当
、
小
林
）

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

乳
児
の
お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
で
す
。
０
歳
児
対
象
の
親
子
遊

　

き
用
タ
オ
ル

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

池
田
さ
ん
ら
５
人
、交
通
安
全
活
動

で
北
海
道
善
行
賞

　

交
通
安
全
指
導
員
の
池
田
和
代
さ
ん

（
東
町
２
丁
目
）
、
河
野
佳
代
子
さ
ん

（
26
区
）
、
寺
村
義
博
さ
ん
（
新
栄
）
、

石
井
季
子
さ
ん
（
17
区
）
、
石
田
友
子

さ
ん
（
18
区
）
の
５
人
が
24
年
度
の
北

海
道
善
行
賞
を
受
賞
し
、
２
月
14
日
、

役
場
で
松
岡
市
郎
町
長
が
表
彰
を
伝
達

し
ま
し
た
。

　

永
年
に
渡
っ
て
交
通
事
故
防
止
の
た

め
積
極
的
に
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組

み
、
皆
さ
ん
の
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

池
田
さ
ん
は
１
９
９
３
（
平
成
５
）

年
か
ら
19
年
間
、
河
野
さ
ん
、
は
、
１

９
９
５
（
同
７
）
年
か
ら
17
年
間
、
寺

村
さ
ん
、
石
井
さ
ん
、
石
田
さ
ん
の
３

人
は
、
１
９
９
７
（
同
９
）
年
か
ら
15

年
間
に
渡
っ
て
交
通
安
全
運
動
に
貢
献

し
、
と
も
に
引
き
続
い
て
町
内
の
交
通

安
全
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

福
祉
専
門
学
校
の
学
生
が
日
赤
に
寄

付　
１
月
24
日
、
旭
川
福
祉
専
門
学
校
の

学
生
が
来
庁
し
、
日
本
赤
十
字
社
東
川

分
区
に
現
金
10
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
学
校
祭
「
第
37
回
福
専

祭
」
の
期
間
中
、
会
場
の
模
擬
店
売
り

上
げ
の
収
益
金
と
期
間
中
の
募
金
を
合

わ
せ
た
も
の
で
す
。
学
校
祭
実
行
委
員

長
を
務
め
た
舟
見
啓
太
さ
ん
＝
写
真
右

＝
、
学
生
自
治
会
長
の
永
平
健
一
さ
ん

２
人
が
松
岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
澤
さ
ん
が
寄
付

　

２
月
15
日
、
西
区　

長
沢
義
博
さ
ん

（
68
）
が
町
に
多
額
の
現
金
を
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
月
10
日
、
91
歳
で
逝
去
し
た
母
、

春
子
さ
ん
の
会
葬
の
お
礼
に
代
え
て
株

主
制
度
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

妻
陽
子
さ
ん
（
65
）
、
今
治
市
在
住
の

妹
寺
尾
千
恵
子
さ
ん
（
62
）
と
３
人
で

来
庁
し
、
松
岡
市
郎
町
長
に
手
渡
し
ま

し
た
。
ご
厚
志
は
写
真
の
町
整
備
事
業
、

安
田
侃
（
か
ん
）
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作

事
業
と
し
て
役
立
て
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
宿
の
里
推
進
協
議
会
の
活
動
話
し

合
う

　

２
月
15
日
、
役
場
大
会
議
室
で
24
年

度
東
川
町
合
宿
の
里
推
進
協
議
会
（
会

長
・
松
岡
市
郎
町
長
）
が
開
か
れ
、
合

29年間交通安全活動を続け受賞した池田さん（右）
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

新
会
員
を
募
集
し
ま
す

ハ
ー
ブ
フ
レ
ン
ド
の
会

　

ハ
ー
ブ
の
植
栽
普
及
、
楽
し
い
利
用

方
法
な
ど
に
取
り
組
み
、
知
識
の
共
有

な
ど
を
通
じ
て
会
員
の
親
睦
を
深
め
て

い
ま
す
。
併
せ
て
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
作
り

の
交
流
、
研
修
旅
行
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

町
の
行
事
、
写
真
甲
子
園
大
会
で
は
、

出
場
者
に
贈
る
ブ
ー
ケ
作
り
、
ハ
ー
ブ

ロ
ー
ド
の
維
持
管
理
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集　

ハ
ー
ブ
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な

　

た
で
も

受
け
付
け　

随
時

年
会
費　

２
千
円

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

　

の
中
村
さ
ん
☎
85
|
６
２
６
５
、
Ｅ

　

メ
ー
ルsknm

3765t@gm
ail.com

「
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
の
会
」を
開
き
ま

す

東
川
町
国
際
文
化
交
流
協
会

　

ウ
ナ
・
ヴ
ォ
ル
コ
ヴ
ァ
さ
ん
（
ラ
ト

ビ
ア
国
際
交
流
員
）
、
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
カ
リ
ン
・
ス
ト
ロ
ム

さ
ん
、
ス
テ
ー
シ
ー
・
フ
ジ
カ
ワ
さ
ん

ら
町
内
に
在
住
し
て
い
る
外
国
人
住
民

８
人
を
ス
ピ
ー
カ
ー
に
招
い
て
、
「
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
の
会
」
を
開
き
ま
す
。

来
場
は
自
由
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時　

３
月
13
日
（
水
）
午
後
６
時
か

　

ら
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

両
瀬
さ

　

ん
☎
82
|
２
６
５
５

債
務
整
理
の
た
め
の
裁
判
所
手
続
き

と
は
？

旭
川
地
方
裁
判
所

　

個
人
で
あ
る
債
務
者
が
借
り
入
れ
な

ど
債
務
が
増
加
し
、
ま
た
は
収
入
が
減

っ
て
債
務
の
支
払
い
が
困
難
に
な
る
場

合
、
債
務
を
整
理
す
る
裁
判
所
手
続
き

と
し
て
特
定
調
停
、
個
人
再
生
、
破
産

な
ど
の
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も

支
払
い
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
、

話
し
合
い
で
解
決
で
き
る
か
な
ど
の
事

情
に
よ
っ
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
旭
川
地
方
裁
判
所
（
旭
川

市
花
咲
町
４
）
☎
（
代
）
51
|
６
２
５

１〔
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
〕

　

▼
特
定
調
停　

申
し
立
て
（
原
則
と

し
て
簡
易
裁
判
所
）
に
よ
っ
て
調
停
委

員
会
が
手
続
き
に
関
与
し
、
債
権
者
、

債
務
者
双
方
の
合
意
に
向
け
て
調
整
を

図
り
ま
す
。
合
意
に
達
し
た
場
合
、
そ

の
決
定
内
容
に
従
っ
て
返
済
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

合
意
に
達
し
な
い
場
合
で
も
、
裁
判

所
は
適
切
と
思
わ
れ
る
返
済
方
法
を
決

定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
双
方
か
ら

異
議
が
出
な
け
れ
ば
そ
の
内
容
に
従
っ

「
自
分
の
と
り
せ
つ
絵
本
づ
く
り
」講

習
会

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん

　

旭
川
市
在
住
の
絵
本
作
家
、
堀
川
真

さ
ん
を
招
い
て
、
「
自
分
の
と
り
せ
つ

絵
本
づ
く
り
」
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

　

「
と
り
せ
つ
」
と
は
、
取
り
扱
い
説

明
書
の
こ
と
。
絵
、
文
字
、
写
真
を
使

っ
て
、
自
分
の
こ
と
を
あ
り
の
ま
ま
に

表
現
す
る
絵
本
を
作
り
ま
す
。
親
子
で

参
加
す
る
の
が
お
勧
め
。

日
時　

３
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

共
生
サ
ロ
ン
こ
こ
り
ん
（
東
町

　

１
丁
目
）

対
象　

お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
、
お
父

　

さ
ん

講
師　

絵
本
作
家
、
堀
川
真
さ
ん

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

子
ど
も
３
０
０
円
、
大
人
５
０

　

０
円

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

共
生
サ

　

ロ
ン
こ
こ
り
ん
☎
82
|
２
６
６
６

障
害
年
金
の
無
料
相
談
会
を
開
き
ま

す

障
害
年
金
支
援
の
会

　

障
害
年
金
支
援
の
会
（
皆
川
ゑ
み
子

代
表
）
は
障
害
年
金
な
ど
公
的
年
金
の

受
給
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
き
ま

す
。

　

旭
川
市
内
、
近
郊
町
で
活
躍
す
る
４

人
の
社
会
保
険
労
務
士
の
皆
さ
ん
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

宿
の
里
事
業
の
事
業
推
進
を
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

23
年
11
月
に
同
協
議
会
設
立
後
、
初

め
て
の
年
度
末
総
会
。
町
内
委
員
ら
約

40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
松
岡
会
長
は
「
合
宿
の
里
は
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
に
限
ら
ず
大
学
ゼ
ミ
合

宿
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
合
宿
の
実
現

に
向
け
て
要
望
、
周
知
活
動
を
進
め
た

い
」
と
事
業
推
進
へ
意
欲
を
改
め
て
示

し
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
誘
致
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
町
内
普

及
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
た
ス
キ
ー
少

年
団
、
旭
川
市
、
比
布
町
と
３
市
町
で

ス
タ
ー
ト
し
た
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
連
携
の

取
り
組
み
開
始
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
活
動
を
報
告
。

　

今
後
の
計
画
取
り
組
み
と
し
て
①
旭

岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

の
一
部
舗
装
（
夏
季
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
可
に
）
②
同
コ
ー
ス
夜

間
照
明
③
同
コ
ー
ス
駐
車
場
整
備
（
26

年
度
）
④
キ
ト
ウ
シ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
整
備
、
圧
雪
車
、
人

工
降
雪
機
、
格
納
庫
購
入
・
整
備
⑤
キ

ト
ウ
シ
森
林
公
園
貸
し
別
荘
ケ
ビ
ン
新

改
築
（
４
棟
改
築
、
２
棟
建
て
替
え
）

⑥
同
体
験
の
家
シ
ャ
ワ
ー
設
備
新
設
⑦

同
レ
ス
ト
ラ
ン
ア
ル
バ
ー
タ
改
築
（
室

内
全
面
改
修
）
―
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。

日
時　

３
月
30
日
（
土
）
午
前
10
時
か

　

ら
午
後
３
時
ま
で

場
所　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

　

お
ぴ
っ
た
（
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１

　

５
５
）

相
談
料　

無
料

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

代
表
の

　

皆
川
さ
ん
ま
で
☎
（
事
務
所
）
53
|

　

８
１
５
５
（
要
予
約
、
前
日
ま
で
）

生
命（
い
の
ち
）の
貯
蓄
体
操
を
ご一

緒
に

元
気
体
操
ク
ラ
ブ

　

い
つ
で
も
元
気
で
活
動
で
き
る
体
力

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

呼
吸
法
で
心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
バ

ラ
ン
ス
調
整
を
図
り
、
力
を
抜
い
て
伸

ば
す
運
動
で
血
液
の
流
れ
を
良
く
し
て

凝
り
や
痛
み
を
改
善
し
て
自
然
治
癒
力

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
見
学
、
入
会
で
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
直
接
会
場

に
お
い
で
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

活
動
日　

毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
正

　

午
場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
東
川
海
洋
セ
ン
タ
ー

会
費　

２
千
５
０
０
円
（
月
額
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
の

　

小
岩
さ
ん
☎
82
|
３
０
４
５
、
牧
野

　

さ
ん
☎
82
|
２
５
６
５
、
紺
野
さ
ん

　

☎
82
|
３
７
８
９

出
は
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
行
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
時
、
自
動
車
を
売

買
し
た
時
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
時
は
、

所
管
の
各
運
輸
支
局
で
そ
れ
ぞ
れ
「
変

更
」
「
移
転
」
「
抹
消
」
の
登
録
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
１
１
|
７
４

６
|
１
１
９
０

国
税
専
門
官
の
募
集

札
幌
国
税
局

　

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

す
る
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

25
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

受
験
資
格　

①
１
９
８
３
（
昭
和
58
）

　

年
４
月
２
日
か
ら
１
９
９
２
（
平
成

　

４
）
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
者

②
１
９
９
２
（
同
４
）
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
大
学
を
卒
業
し
た
者

な
ど
別
に
定
め
る
者

受
け
付
け　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
し
込
み
①
４
月
１
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
同
月
11
日
（
木
）
ま
で

受
信
有
効
）
、
ア
ド
レ
ス
は

http://www.jinji-shiken.go.jp/ju
ken.htm

l 
 

②
郵
送
ま
た
は
持
参　

４
月
１
日

（
月
）
、
２
日
（
火
）
（
通
信
日
付

印
有
効
） 

試
験
日　

①
第
１
次
試
験
＝
６
月
９
日

（
日
）
（
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試

験
＝
多
岐
選
択
式
及
び
記
述
式
）
、

て
返
済
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
調
停
に
変

わ
る
決
定
」
と
い
い
ま
す
。

〔
法
律
に
定
め
ら
れ
た
手
順
に
よ
る
債

務
の
整
理
〕

　

▼
個
人
再
生
手
続　

申
し
立
て
（
地

方
裁
判
所
）
に
よ
っ
て
再
生
手
続
き
開

始
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、
将
来
の
収

入
に
よ
っ
て
、
債
務
者
が
法
律
で
定
め

ら
れ
た
限
度
で
債
務
を
減
額
し
て
分
割

支
払
い
す
る
計
画
を
立
て
ま
す
。

　

裁
判
所
が
そ
の
計
画
を
認
め
れ
ば
、

債
務
者
は
そ
の
計
画
に
従
っ
て
支
払
い

を
し
、
手
続
き
に
反
対
す
る
債
権
者
を

含
め
て
残
り
の
債
務
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
っ
て
も
、
一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
、
住
宅
を
手
放
さ
ず

に
お
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

▼
破
産
手
続　

債
務
者
の
全
財
産
を

充
て
て
も
債
務
の
返
済
が
不
可
能
に
な

る
場
合
、
債
務
者
の
財
産
を
換
金
し
て

債
権
者
に
公
平
に
分
配
す
る
手
続
き
で

す
。
併
せ
て
債
務
の
支
払
い
義
務
を
免

除
し
、
経
済
的
な
立
ち
直
り
を
助
け
る

免
責
手
続
き
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

自
動
車
税
の
住
所
変
更
は
お
早
め
に

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　

自
動
車
税
は
毎
年
４
月
1
日
現
在
自

動
車
の
所
有
者
が
納
め
る
道
税
で
す
。

納
税
通
知
書
を
正
確
に
お
届
け
す
る
た

め
、
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
る

場
合
は
、
札
幌
道
税
事
務
所
に
住
所
変

更
の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け

合
格
者
発
表
７
月
２
日
（
火
） 

②

第
２
次
試
験
（
人
物
試
験
及
び
身
体

検
査
）
＝
７
月
16
日
（
火
）
〜
同
月

23
日
（
火
）
ま
で
の
指
定
す
る
日 

最
終
合
格
者
発
表　

８
月
21
日
（
水
） 

お
問
い
合
わ
せ　

札
幌
国
税
局
人
事
第

　

２
課
採
用
担
当
☎
０
１
１
|
２
３
１

　

|
５
０
１
１
（
内
線
２
３
１
５
）
、

　

ま
た
は
最
寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
で
健
康
チ
ェ

ッ
ク

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

　

協
会
け
ん
ぽ
（
全
国
健
康
保
健
協
会
）

北
海
道
支
部
の
25
年
度
健
康
保
険
料
率

は
10
・
１
２
％
、
介
護
保
険
料
率
は
１

・
５
５
％
に
据
え
置
き
に
決
ま
り
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
保
険
料
率
を
上
げ
な
い
た

め
に
は
、
皆
さ
ま
の
健
康
管
理
、
健
康

づ
く
り
が
大
切
で
す
。
事
業
所
に
お
勤

め
の
方
（
被
保
険
者
ご
本
人
）
は
、
が

ん
検
診
を
含
む
生
活
習
慣
病
の
予
防
健

診
を
受
け
て
定
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。
ご
家
族
に
は
、
手
軽

に
受
診
で
き
る
「
特
定
健
診
」
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
が
年
１
回
の
健
診
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
35
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
協
会
健
康
保
険
被
保
険
者
が
対

象
で
す
。
自
己
負
担
額
は
最
高
６
千
８

４
３
円
で
す
（
基
本
検
査
）
。

　

主
な
検
査
内
容
は
①
尿
②
便
潜
血
反

応
③
血
液
一
般
④
血
糖
⑤
尿
酸
⑥
肝
機

能
⑦
心
電
図
⑧
胸
部
・
胃
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
―
な
ど
。
女
性
は
40
〜
74
歳
の

偶
数
年
齢
で
乳
が
ん
検
診
、
36
〜
74
歳

の
偶
数
年
齢
で
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん

の
検
診
を
受
診
で
き
ま
す
（
36
歳
、
38

歳
は
子
宮
頸
が
ん
の
単
独
検
診
可
、
料

金
は
別
途
）
。

　

40
〜
74
歳
ま
で
の
ご
家
族
の
方
（
被

扶
養
者
）
は
、
特
定
健
診
を
受
診
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
検
診
費
用
は
、
６

千
３
２
５
円
未
満
の
場
合
、
自
己
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
（
健
診
実
施
機
関
に
よ

っ
て
自
己
負
担
額
が
異
な
り
ま
す
）
。

　

受
診
券
は
、
昨
年
12
月
下
旬
ま
で
に

年
金
事
務
所
に
登
録
さ
れ
た
被
保
険
者

本
人
の
住
所
地
に
４
月
い
っ
ぱ
い
ま
で

に
送
付
し
ま
す
。
ご
家
族
の
方
の
住
所

地
が
被
保
険
者
本
人
と
違
う
場
合
は
、

ご
家
族
に
受
診
券
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

「
あ
て
所
不
明
」
等
の
理
由
で
協
会
け

ん
ぽ
に
返
送
さ
れ
る
受
診
券
は
、
約
10

営
業
日
を
経
過
後
、
被
保
険
者
が
お
勤

め
の
事
業
所
に
送
付
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
お
勤
め
の
事
業
所
、

ま
た
は
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
☎

（
代
）
０
１
１
|
７
２
６
|
０
３
５
２

国
家
公
務
員
の
採
用
試
験
ご
案
内

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

試
験
の
種
類　

▼
総
合
職
（
大
学
卒
程

度
）　

①
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

４
月
２
日
〜
１
９
９
２
（
平
成
４
）

年
4
月
１
日
生
ま
れ
の
者
②
１
９
９

２
（
平
成
４
）
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
○
大
学
卒
の
者
お
よ
び
26
年

３
月
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

○
人
事
院
が
前
項
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者
▼
同
（
大
学
院
卒
）

　

①
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
○
大
学

院
修
士
課
程
ま
た
は
専
門
職
大
学
院

の
課
程
を
修
了
し
た
者
、
26
年
３
月

ま
で
に
大
学
院
修
士
課
程
ま
た
は
専

門
職
大
学
院
の
課
程
を
修
了
す
る
見

込
み
の
者
○
人
事
院
が
前
項
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
▼
一
般

職
（
大
学
卒
程
度
）　

①
１
９
８
３

（
昭
和
58
）
年
４
月
２
日
〜
１
９
９

２
（
平
成
４
）
年
4
月
１
日
生
ま
れ

の
者
②
１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
○
大
学
卒
の

者
お
よ
び
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
者
、
人
事
院
が
前
項
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
○

短
大
ま
た
は
高
専
卒
業
の
者
お
よ
び

26
年
３
月
ま
で
に
短
大
ま
た
は
高
専

卒
業
見
込
み
の
者
、
人
事
院
が
こ
れ

ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
者
▼
同
（
高
校
卒
者
）　

①
25

年
４
月
１
日
現
在
で
高
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
お
よ
び
26
年
３
月
ま
で
に
高

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込

み
の
者
②
人
事
院
が
上
記
①
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者
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社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

1
月
16
日
か
ら
2
月
15
日
ま
で

に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

９
区　
　
　
　
　

大
泉　

信
廣
様

東
町
３
丁
目　

佐
々
木
千
悦
子
様

西
区　
　
　
　
　

長
澤　

義
博
様

西
町
３
丁
目　
　

杉
本　

達
雄
様

西
町
３
丁
目　
　

橋
場　

英
子
様

南
町
３
丁
目　
　

国
久　

恵
子
様

北
町
３
丁
目　
　

石
原　

隆
実
様

北
町
３
丁
目　
　

舘
林　

敦
也
様

東
倉
沼　
　
　
　

古
高　
　

勉
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と

や
、
悩
み
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら

同
４
時
ま
で
社
協
相
談
室
で
す
。
今

月
の
相
談
日
と
相
談
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。３

月
21
日　

馬
場　
　

猛

各種大会成績
【フットサル】
◆全道フットサル選手権2013（Ｕ-14の
部）（２月16日・釧路市湿原の風アリーナ
釧路）
▼予選リーグ
コンサ旭川　５－０　紋別市立潮見中
コンサ旭川　５－０　WINGS苫小牧SC
※グループ１位で決勝トーナメント（ベス
ト８）進出
 ▼決勝トーナメント準々決勝
　コンサ旭川　０－３　札幌ジュニアFC
ユース

【スキー】
◆第14回和寒東山GSL大会（２月17日・
和寒東山スキー場）
▼幼児男子　②佐藤孝祐（東川幼児セン
ター）
▼小学１、２年女子　③谷玲亜（東川大
雪スキー少年団以下同）
▼同３、４年同　⑥羽吹天音
▼同５、６年同　④松井芽
▼同同男子　①杉山太一
▼高校一般女子　①羽吹麻子（東川大雪
スキー少年団父母の会）
▼中学男子　④石倉瑶太（東川中）
▼50歳以上同　②高木雅人（写真の町東
川レーシング）③平田章洋（同）
◆第9回キャンモアGSL大会（２月11日・
東川キャンモアスキービレッジ）＝東川関
係分
▼キッズ男子　④佐藤孝祐（東川幼児セ
ンター）
▼小学１年女子　⑤羽吹有奈（東川大雪
スキー少年団以下同）

東川町文化ギャラリー展示案内
東町１丁目19-8　☎82-4700

○3月11日㈪まで
　・第29回北海道報道写真展
　・飯沢耕太郎コレクション展

○3月13日㈬～28日㈭
　・中嶋康裕・森脇英文二人展
　・日本・ウズベキスタン外交関係
　　樹立20周年記念展
　・小山主芳写真展「マゲナイゾ！…
　　と笑顔で生きる人たち」

○3月30日㈯～4月18日㈭
　・日、韓、中高校生フォトコンテ
　　スト写真展
　・野口純一写真展
　・岡田成治写真展「春の彩り」

※12日㈫、29日㈮は作品入れ替えの
　ため休館

▼同同男子　⑤矢ノ目有汰
▼同２年女子　④谷玲亜
▼同３年同　③松井乃
▼同４年同　⑤羽吹天音
▼同５年同　①松井芽③柏原瑞季⑥矢
ノ目あゆ
▼同６年同　⑥西田桃
▼同同男子　②杉山太一
▼中学女子　④窪田美月⑤矢ノ目あみ
▼同男子　④石倉瑶太
▼アイアンマン40歳代同　④遠藤寿宏
▼ジェントルマン50歳代同　⑤沢口康

◆第31回あさひアルペン競技大会（２月
３日・士別市あさひスキー場）
▼１、２年女子　④谷玲亜
▼５、６年男子　①杉山太一
◆第47回ぴっぷスキー場GS競技大会（１
月27日・ぴっぷスキー場）
▼１、２年女子　②谷玲亜⑤佐藤和佳奈
▼５、６年同　④矢ノ目あゆ
▼中学男子　②石倉瑶太
◆第３回上川管内スキー少年団交流小
学生GSL競技大会（１月26日・富良野スキ
ー場）
▼２年女子　③谷玲亜
▼６年同　①杉山太一
◆スーパーゼビオカップかもい岳大会（１
月20日・かもい岳スキー場）
▼５年女子　②松井芽
▼６年男子　③杉山太一
◆スポーツハウスカップ旭川予選会（１月
８日・旭川市サンタプレゼントパーク）
▼５年女子　⑥松井芽
▼６年男子　④杉山太一

公営住宅、特定公共賃貸住宅の入居者を募集します

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成24年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意しています。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

お申し込みに
必要なもの

受付期間 3月1日㈮～同月14日㈭

受付場所 定住促進課住まい室

募集戸数 3戸

そ の 他

選 考 方 法

入 居 予 定 日

敷 金

連 帯 保 証 人

お 問 い 合 わ せ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合
　には入居することはできません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／3月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（保証人が２人いない場合は入居取り消し）
／住まい室 ☎８２－２１１１（内線115、116）

定住促進課

●公営住宅
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居または同居しようとする親族（婚約中の方なども含む）がいる方
　・上記団地①②は原則3人以上
　※ただし一定の要件（昭和31年4月1日以前生まれ等）に該当する場合に限り単身入居が可能
２．税金等の滞納がない方
３．法の規定により算出した月額所得（世帯全員分）が15万8千円以下
  ※ただし次のいずれかの要件に該当する場合は、月額所得（世帯全員分）が21万4千円以下となります。
  ・1956（昭和31）年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが同年4月1日以前生まれ、または18歳未満の方がいる場合
  ・小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合
  ・身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合
  ・精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神障がいの程度に相当）の方がいる場合
  ・ハンセン病療養者の方などがいる場合

●特定公共賃貸住宅

募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居する親族がいる方
　・上記団地①については原則2人以上
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください

①

・平成10年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・１戸（２階）
・55,700円～
　　73，500円

南団地B2
3LDK（80.9㎡） 南町1丁目7番

・ガス調理器、給湯温水ボイラー、灯油暖
　房
・調理器・暖房機は各自用意。
・自治会管理の共同灯及びポンプ電気代
　が別途かかります。

①
・1戸（2階）
・22,400円～
　　87,200円

西団地Ａ2
2LDK（67.2㎡） 北町2丁目5番

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額5,565円）を負担　
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代
　別途

・家賃の他に温水器、暖房機、調理器
　のリース料（月額5,565円）を負担　
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代
　別途

②

・平成16年（オール電化住宅）
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません
・平成17年（オール電化住宅）
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き、駐車場１台
・ペットは認められません

・1戸（2階）
・22,500円～
　　83,400円

西団地Ａ3
2LDK（67.2㎡） 北町2丁目7番

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

い
ず
れ
も
南
地
区
隊
☎
22
|
０
６
４
８
、

町
内
募
集
相
談
員
の
小
野
さ
ん
☎
82
|

３
７
３
７
、
樽
井
さ
ん
☎
82
|
４
７
０

２◇
予
備
自
衛
官
補

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
７
月
１
日

　

現
在
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

４
月
３
日
（
水
）
ま
で

試
験
日　

第
１
回
試
験
は
４
月
12
日

（
金
）
〜
同
月
15
日
（
月
）
（
い
ず

れ
か
１
日
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

◇
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
４
月
１
日

　

現
在
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

４
月
26
日
（
金
）
ま
で

試
験
日　

１
次
試
験
は
５
月
11
日
（
土
）

　

＝
筆
記
、
飛
行
要
員
希
望
者
適
正
検

　

査
は
５
月
12
日
（
日
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
（
旭

　

川
市
春
光
町
）

申
し
込
み
期
間
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

①
総
合
職
（
大
卒
程
度
、
大
学
院

卒
）　

４
月
１
日
（
月
）
〜
同
月
８

日
（
月
）
②
一
般
職
（
大
学
卒
程
度
）

４
月
９
日
（
火
）
〜
同
月
18
日
（
木
）

③
同
（
高
校
卒
程
度
）　

６
月
24
日

（
月
）
〜
７
月
３
日
（
水
）

試
験
日
（
第
１
次
）　

①
総
合
職　

４

月
28
日
（
日
）
②
一
般
職
（
大
学

卒
程
度
）　

６
月
16
日
（
日
）
③
同

（
高
校
卒
者
）　

９
月
８
日
（
日
）

申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ
ス

http://www.jinji-shiken.go.jp/ju
ken.htm

l

お
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
北
海
道
事
務

局
第
二
課
試
験
係
☎
０
１
１
|
２
４

１
|
１
２
４
８

自
衛
官
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南
地
区
隊

　

予
備
自
衛
官
補
、
自
衛
隊
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

小学校6年生男子の部2位の杉山太一さん
（東川大雪スキー少年団、第8旗門）
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子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ
て

　

私
た
ち
家
族
が
東
川
へ
来
て

14
年
目
に
な
り
ま
す
。
わ
が
家

に
は
２
人
の
子
ど
も
が
い
ま
す
。

　

長
男
は
、
早
い
も
の
で
高
校

生
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
子

ど
も
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
心

配
な
も
の
で
、
そ
の
息
子
の
あ

り
が
ち
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

今
で
は
笑
い
話
で
す
が
、
息

子
の
小
学
校
入
学
前
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

家
の
中
に
い
る
は
ず
の
息
子

の
姿
が
見
え
な
く
な
り
、
名
前

を
連
呼
す
る
と
「
こ
こ
だ
よ
ー
」

と
息
子
が
ト
イ
レ
か
ら
出
て
来

ま
し
た
。
（
笑
）

　

そ
れ
以
来
ト
イ
レ
に
行
く
時

は
必
ず
「
ト
イ
レ
に
行
っ
て
来

る
」
と
言
っ
て
か
ら
行
く
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子

ど
も
も
迷
惑
で
す
よ
ね
。
反
省

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
印
象
に
残
っ
て
い
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
高
校
の
入
学

式
の
時
、
「
一
人
ぐ
ら
い
は
東

川
の
子
と
一
緒
の
ク
ラ
ス
に
な

る
か
も
…
」
と
期
待
し
て
い
た

息
子
。
と
こ
ろ
が
東
川
の
子
は

ク
ラ
ス
に
自
分
一
人
だ
け
だ
っ

た
の
で
す
。
息
子
の
シ
ョ
ッ
ク

が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
ま
で
そ
ん
な
に
落
ち
込
ん

だ
姿
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
心
配
に
な
り
ま

し
た
。
息
子
は
積
極
的
な
方
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
明

日
か
ら
が
不
安
に

な
り
、
息
子
に

「
自
分
か
ら

行
動
（
話

し
か
け
）

し
て
い
く

し
か
な
い

よ
」
と
話

を
し
ま
し

た
。

　

次
の
日
の

朝
は
、
親
子
で

ド
キ
ド
キ
。
〝
頑

張
れ
ー
〞
と
送
り
出
し

ま
し
た
。

　

息
子
が
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ

の
時
の
息
子
の
顔
（
笑
顔
）
を

見
て
安
心
し
ま
し
た
。
「
何
人

か
と
話
を
し
て
友
だ
ち
に
な
っ

た
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
成
長
し
た
息
子

が
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
困
難
な
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
の
力
で
解
決
し
、
自
分
の

進
む
道
を
見
つ
け
て
努
力
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
は
も
う
一
人
、
心
配
な

小
学
生
の
娘
が
い
ま
す
。 

娘

は
障
が
い
と
い
う
ハ
ン
デ
を
抱

え
て
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

  

発
達
が
か
な
り
ゆ
っ
く
り
で
、

発
達
の
た
め
の
手
助

け
が
必
要
で
し

た
。
通
常
は

考
え
ら
れ

な
い
で
す

が
、
歩

く
た
め

に
生
後

４
カ
月

ご
ろ
か

ら
体
を

動
か
す
訓

練
が
始
ま
り
、

言
葉
を
話
す
に

も
訓
練
が
必
要
だ
っ

た
の
で
す
。

　

訓
練
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
２

歳
半
こ
ろ
歩
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
言
葉
は
、
今
で
も
よ

く
聞
き
取
り
に
く
い
発
音
だ
っ

た
り
し
ま
す
が
、
よ
く
覚
え
た

と
思
い
ま
す
。
成
長
す
る
に
従

い
、
問
題
が
い
ろ
い
ろ
出
ま
す
。

　

最
初
の
問
題
は
、
幼
稚
園
へ

の
進
学
で
し
た
。
東
川
の
幼
児

セ
ン
タ
ー
は
ど
う
か
な
？
と
不

安
を
抱
き
つ
つ
説
明
を
聞
い
て

入
園
を
希
望
し
た
と
こ
ろ
、
快

く
娘
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
。
最
初
は
ど
う
な
る
こ
と
か
、

と
心
配
で
し
た
が
、
先
生
方
の

心
遣
い
で
他
の
お
子
さ
ん
と
触

れ
合
い
な
が
ら
、
園
生
活
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
小
学
校
の
支
援
教
室

（
学
級
）
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
校
長
先
生
、
先
生
方

か
ら
の
温
か
い
声
掛
け
、
同
級

生
、
在
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
娘

へ
の
優
し
い
声
か
け
、
手
助
け

は
、
親
に
と
っ
て
と
て
も
あ
り

が
た
く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ

か
ら
も
頭
を
悩
ま
す
問
題
が
待

ち
構
え
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、

こ
こ
東
川
で
み
な
さ
ん
の
お
力

を
借
り
な
が
ら
、
親
子
で
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

娘
を
通
し
て
、
人
と
触
れ
合

う
こ
と
で
成
長
す
る
こ
と
が
出

来
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
教
え
ら
れ
て

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
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暴
力
と
聞
く
と
、
殴
る
、
蹴
る
、
と
い

う
よ
う
な
暴
力
行
為
に
よ
っ
て
相
手
に
身

体
的
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
ば
か
り
を
連

想
し
が
ち
で
す
が
、
相
手
を
支
配
す
る
、

相
手
を
自
分
の
思
い
通
り
に
仕
向
け
さ
せ

る
行
為
と
し
て
、
そ
の
態
様
に
よ
っ
て
４

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

①
身
体
的
暴
力
＝
殴
る
、
蹴
る
な
ど
物

理
的
な
威
力
行
為
②
精
神
的
暴
力
▼
心
理

的
暴
力
＝
暴
言
、
監
視
・
束
縛
▼
交
友
関

係
や
行
動
の
制
限
＝
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
に
よ
っ
て
心
理
的
に
圧
力
を
か
け
、
追

い
詰
め
て
自
ら
の
意
図
を
実
現
さ
せ
よ
う

と
す
る
③
経
済
的
暴
力
＝
お
金
を
せ
び
る
、

借
金
を
さ
せ
る
な
ど
経
済
的
関
係
を
強
要

し
て
関
係
を
束
縛
す
る
④
性
的
暴
力
＝
性

行
為
の
強
要
、
性
行
為
中
に
避
妊
措
置
を

し
な
い
―
な
ど
。

　

今
若
者
の
間
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
特
に
携
帯
電
話
を
使
う
相
手
へ
の
行

動
の
監
視
、
束
縛
で
す
。

　

携
帯
電
話
は
便
利
で
す
が
、
電
話
や
メ

ー
ル
を
使
っ
て
相
手
の
行
動
を
事
細
か
く

観
察
し
、
勝
手
に
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
し
、

自
分
以
外
の
異
性
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

消
去
す
る
よ
う
強
要
し
て
相
手
を
自
分
だ

け
に
束
縛
し
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
で
は

お
互
い
を
尊
重
し
た
関
係
と
は
い
え
ま
せ

ん
。

　

女
性
の
３
人
に
１
人
が
配
偶
者
な
ど
か

ら
の
暴
力
を
経
験
し
て
い
る
と
い
う
実
態

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
（
23
年
度
内

閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
男
女
間
に
お
け

る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」
）
。

暴
力
を
呼
び
起
こ
す
背
景

　

こ
れ
ら
の
暴
力
は
な
ぜ
起
こ
る
の
で
し

ょ
う
か
？　

力
の
差
の
あ
る
と
こ
ろ
に
差

別
や
暴
力
が
生
ま
れ
、
個
人
の
権
利
が
奪

わ
れ
る
と
い
う
現
代
の
社
会
構
造
が
暴
力

を
生
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
一
人
ひ
と
り
人
間
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
憲
法
や
法
律
に
よ
っ
て
守
ら

れ
る
べ
き
権
利
と
尊
厳
が
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
社
会
が
長
い
歴

史
と
時
間
を
か
け
て
獲
得
し
て
き
た
も
の

で
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
的
関
係
は
、
男
性
と
女

性
、
大
人
と
子
供
、
若
者
と
高
齢
者
、
職

場
の
上
司
と
部
下
、
健
常
者
と
障
が
い
者

な
ど
、
相
対
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
ま
す
が
、

人
と
し
て
は
対
等
で
あ
り
平
等
な
関
係
で

す
。

　

一
方
、
暴
力
は
、
威
力
・
強
要
的
行
為

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
権
利
や
尊
厳
、
安

心
・
安
全
を
奪
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

簡
単
に
暴
力
を
認
め
て
し
ま
い
が
ち
な
文

化
的
背
景
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

「
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
か
ら
」

「
お
酒
の
せ
い
だ
か
ら
」
…
な
ど
、
暴
力

を
振
る
う
に
は
そ
れ
な
り
に
理
由
を
つ
け

が
ち
で
す
。
「
男
ら
し
さ
」
「
女
ら
し
さ
」

な
ど
、
偏
っ
た
性
別
役
割
意
識
（
ジ
ェ
ン

ダ
ー
バ
イ
ア
ス
）
も
影
響
し
て
い
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

「
男
の
子
は
強
く
あ
る
べ
き
」
「
女
の

子
は
お
し
と
や
か
に
あ
る
べ
き
」
な
ど
と

特
定
の
価
値
観
を
教
え
込
ま
れ
て
育
つ
こ

と
で
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
特
定
の
価
値
観
が
刷
り
込
ま
れ
、

ま
た
は
間
違
っ
た
価
値
観
を
身
に
つ
け
て

し
ま
い
が
ち
な
の
で
す
。
ひ
い
て
は
そ
れ

が
暴
力
へ
の
温
床
と
な
り
、
引
き
金
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

暴
力
は
人
権
侵
害
で
あ
り
犯
罪
で
す
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
認
め
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
（
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
法
律
）
で
は
、
「
暴
力
は
犯
罪
と
な
る

行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

相
手
の
暴
力
が
自
分
の
せ
い
だ
と
思
い

込
み
、
自
分
ひ
と
り
を
責
め
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
自
分
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
暴
力
に
悩
ん
で
い
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
解
決
の
第
一
歩
は

相
談
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、
あ
な
た
が
も
し
相
談
を
受
け

た
ら
話
を
よ
く
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
時
は
「
愛
さ
れ
て
い
る
か

ら
だ
よ
」
「
よ
く
あ
る
こ
と
だ
か
ら
」
な

ど
と
軽
々
し
く
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
相
談
先
は
今
月
号
く
ら
し
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
欄
（
12
ペ
ー
ジ
）
、
役
場
保

健
師
ま
で
。

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
は
「
同
居
し
て
い
る

配
偶
者
、
内
縁
関
係
な
ど
に
あ
る
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
家
庭
内
暴
力
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
婚
姻
関
係
に
な
い
パ

ー
ト
ナ
ー
（
恋
人
）
か
ら
振
る
わ
れ
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
暴
力
が
重
大
事
件
に
つ
な
が
る
事
例
が
増
加
し
、社
会
的
に
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、暴
力
が
次
第
に
過
激
に
な
り
、相
手
を
支
配
す
る
た
め
に
自
己
抑
制
で
き
な
く
な
り
が
ち
。
小

さ
な
Ｄ
Ｖ
を
見
過
ご
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

ま
ず
相
談
、小
さ
な
暴
力
を
見
過
ご
さ
な
い

Ｄ
Ｖ
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

ま
ず
相
談
、小
さ
な
暴
力
を
見
過
ご
さ
な
い
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/

申し込み制

申し込み制

予約制

予約制

予約制
予約制

申し込み制

おいしい手料理

【きのこの野菜炒め】
　比較的価格が安定しているきのこ類をたっぷり使って、
野菜とあえる炒め物。冷蔵庫の残りもの野菜などを利用
しても良く、簡単に作れるお惣菜です。

＜材　料＞ （４～５人分）
●きのこ類（きくらげ、しめじ、まいたけ、しいたけな
　ど）…各２分の１パック程度
●ごぼう…中２本
●人参…中２本
●ピーマン…１個程度
●ごま油…大さじ２
●サラダ油…野菜の油通し用

＜作り方＞
①きくらげを水で戻し、きのこ類は石付きを取ってほぐし、
　良く水洗いをして水切りする。
②ごぼうは食べやすい大きさにはす切りにし、水に浸けて２、
　３回あく取りを忘れずに。人参は５ミリ厚程度に薄く切り、
　お好みで花形に切れ込みを入れると目に楽しい。
③ごぼう、人参、ピーマンをセ氏１８０度のサラダ油で油通
　しする。（沸騰したお湯で湯通ししても良い）
④ごま油できのこ類を炒め、油通ししたごぼう、人参、ピー
　マンを合わせる。きくらげはコリッとした食感を出すため
　に欠かせません。
⑤しょう油、砂糖、和風だしで味を調え、酢を少々加えるこ
　とで味がしっかりします。最後に水溶きかたくり粉を加え
　てとろみを付けて仕上げ、盛り付けます。

東川調理師会、金森春美さん

【食べて健康・豆知識】
　きのこはカルシウムの吸収を助けるビタミンＤ効果を
持つエルゴステリン、ビタミンＢ２を含んでいます。ビタ
ミンＢ２は脂質、糖質の代謝をよくするビタミンとして働
くほか、血中コレステロールを下げる作用もあるといわ
れています。
　もうひとつの特徴は、食物繊維が豊富なこと。がん、
生活習慣病の予防に有効なばかりでなく、便秘の解消に
も重宝します。その上ローカロリーですので、ダイエッ
トには最適です。

（保健福祉課栄養士　中村弘美）
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3月 March

保健カレンダー
お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室 ☎82－2111

【3月分】

＜地域子育て支援センター＞
申し込み・お問い合わせ　
地域子育て支援センター ☎82－5100

＜親子遊び体験教室＞
8日㈮テーマ「3、4歳児お店屋さんごっこ」…10:00～11:30

＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
4、5、6、11、12、13、18、19日
●20日㈬は卒園式準備のためお休み
※会場は幼児センターです！

※会場は保健福祉センターです！（2歳児相談以外）

【4月分】

8日㈮

12日㈫
15日㈮

3日㈬
4日㈭

ごっくん教室
乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
栄養教室
２歳児相談
（会場は子育て支援センターふれあいルーム）

移動献血車来庁
もぐもぐ教室
乳幼児健診

＜共生サロンここりん＞
お問い合わせ　
ＮＰＯ法人こころりんく東川 （東町１丁目）☎82‐2666

※4月の体操受け付けは3月25日㈪から（9:00～）

8日㈮
11日㈪
13日㈬
22日㈮
24日㈰

27日㈬

健康体操教室
リコーダーアンサンブルイコロ演奏会
メンター相談の日
健康体操教室
こんなぼくです　わたしです
　自分のとりせつ絵本づくり
（講師は絵本作家の堀川真さん）
おとなり会（茶話会）

10:00～11:00
12:30～
10:00～15:00
10:00～11:00
10:00～12:00

14:00～15:00

13:00～14:00
13:15～　 　 

10:00～13:00
  9:00～11:30

●しょう油…大さじ２
●砂糖…少々
●酢…少々
●かたくり粉…少々
●和風だし…少々


